
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症対策ポイントの具体例（代表的なものを掲載） 

１、暑さ指数の把握を行いましょう ２、予防グッズ（空調服、 
通気性の良い服等）を 
配備しましょう 

暑さが本格化する
前の４月のうちに、
JIS 規格に適合した
暑さ指数計を準備し
て点検しましょう。 

３、水分・塩分の補給を徹底しましょう 

環境省熱中症予防

情報サイトの活用

も有効です。 

熱中症とは 

熱中症とは、高温多湿な環境下において、体内の水分及び塩分（ナトリ
ウム等）のバランスが崩し、体内の調整機能が破綻するなどして、発症す
る障害の総称であり、めまい・失神、筋肉痛・筋肉の硬直、大量の発汗、
頭痛・気分の不快・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感、意識障害・痙攣・手
足の運動障害、高体温などの症状が現れます。 

・令和５年の熱中症による労働災害の死傷者

数は、熱中症災害発生件数、休業４日以上の

災害件数共に、過去 10年間で最多です。 

・月別の発生状況では、７月・８月に多発し

ていますが、暑熱順化が十分でない５月に、

WBGT 値が 22 度程度でも熱中症が発生し

ています。 

熱中症を予防しよう！ 
長引く猛暑から命を守る熱中症対策

を 
熱中症大幅増加！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４、休憩時間の管理も忘れずに 

６、暑熱に耐性がつくまでは一定期間が必要です 

７、熱中症が疑われたら躊躇せず
に、速やかに病院に搬送を 

５月は暑さ慣れして
おらず汗が出づらいた
め、気温が大して高く
なくても熱中症になり
やすいですので注意し
ましょう。 

４月のうちに、労働者の体調不良時に
搬送を行う病院の把握や緊急時の対応に
ついて確認して労働者に周知しておきま
しょう。 

建設業の時間外労働について

詳しくはこちらに 

熱中症ガイドはこちらに 

８、「命を救う行動」作業員が倒れ
たら、水をかけ全身を急速冷却 

５、熱中症が疑われる症状を知って
おきましょう 

本人や周りに異変を感じたら、必ず一
旦作業を離れ、全身を濡らして送風する
ことなどにより体温を低減させ、救急隊
の到着を待ちましょう。そのとき、一人
きりにさせないことが重要です。 

９、熱中症の予備軍「隠れ脱水症」の見つけ方 
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